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大学における
科学技術コミュニケーション教育

大阪大学コミュニケーションデザイン・センター

小林 傳司
科学技術理解増進政策に関する懇談会（第五回）平成十七年五月二十四日

（資料１－１）
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簡単な自己紹介

理学部出身

理系大学院出身（科学史・科学基礎論）

「コンセンサス会議」に関与

これについては

小林傳司『誰が科学技術について考えるのか』名古屋大
学出版会、2004年参照。

科学技術社会論学会（STS学会）設立
（http://www.cs.kyoto-wu.ac.jp/jssts/）
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コミュニケーションデザイン・センターとは

2005年4月1日設立
現代社会の諸問題をコミュニケーション不全と
いう視点から解明

目標

・コミュニケーションデザインの開発と実践

・センスのある専門家の育成

・社学連携の拠点
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「科学技術コミュニケーション」の多義性

・ 若者の理科離れを克服するため

・ 基礎（純粋）科学への社会的支援を獲得する
ため

・ 社会的に科学技術をめぐって生じている紛争
を解決するため

・ 産学連携における円滑な活動を実施するため

・ 供給過剰となりつつある博士号取得者の新た
なキャリアを生み出すため
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出典「科学技術コミュニケーション拡大への取り組みについて」
科学技術政策研究所 Discussion Paper No.39, 2005



11

視点の切り分け

純粋科学／科学技術

専門家（予備軍）／非専門家

従来の専門家／新しい専門家

リテラシー向上／具体的問題解決

知識ベース／コミュニケーションデザインベース

・

・

・

「欠如モデル」から「聴く力」養成へ
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大阪大学の取り組み

教育プログラムの開発

・学生を持たない組織

→各研究科への大学院の「教養」教育として提供

・将来の専門家としての大学院生

・本年度は試行プログラムの開発と実施

試行プログラムのねらい

「思いやりと確かな社会的判断能力を持って市民と十
分なコミュニケーションをとりうるような院生・若手研
究者の育成」
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大阪大学の取り組み

第一段階として

多様な研究科の院生の混在（20名程度）
→「専門家」同士のコミュニケーション

現実の問題を素材に

→BSEが事例候補
講義ではなく実践的活動

→ロールプレイを通じて、自らの専門性を相対
化する（模擬コンセンサス会議的実習）
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なぜこのようなプログラムから着手するか

コンセンサス会議の経験

専門家と市民の価値観、意識のずれ

専門家同士のコミュニケーション不全

専門家と政策立案者のあいだのコミュニケー
ション不全

専門家及び政策立案者に対する「信頼」の崩
壊

→将来の専門家を育成する重点化された大学と
しての大阪大学
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社会の価値観の変容
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現状の課題

この種の教育は少人数でなければできない

→大阪大学の大学院生数（博士前期：4，200人、後期：3，
600人）
専任は少なく、期限付き教員でまかなう体制（五年後どう
するか）

教員の意識の問題（本来はこちらが先）

正規カリキュラムに組み込むことの困難さ

コミュニケーターだけでなくコミュニケーターを育成するた
めの「新たな専門家」養成組織、拠点の必要性（現状では
日本では皆無に近い）

演劇やアートとの連携

社学連携プログラムとの組み合わせ
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社学連携プログラム（参考）

第二回参加型コミュニケーションデザイン・
ワークショップ（6月開催）
サイエンスショップ（来年度実施に向け準備開
始）

千里ニュータウンのNPOとの連携による共同
研究
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最後に

科学技術コミュニケーションプログラムは大学
院の新たな「教養」教育

従来の大学に新たなスタイルを導入すること
の重要性（本質はマニュアルつくりではない）

センターの他のプログラムとの連携
・通底プロジェクト：議論支援システム

・防災／災害コミュニケーション・プロジェクト

・医療現場コミュニケーション・プロジェクト

・アートコミュニケーション・プロジェクト
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